
アクリル製の球体

SITE CITYPODSECTION
①⾞の振動で発電

③夜間は照明となり、街路を照らす

②発電による⼈⼝照明で⽔耕栽培

(500Φ〜 800Φ)
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 などの植物

↓
⽔耕栽培池袋駅

Here

A

B

C

歩道 歩道

周
辺
建
物

周
辺
建
物

池袋
浅草

新宿

渋⾕ 浦安
豊洲

東京湾

上野

豊
東京

⽔

給排⽔管

(500Φ〜 800Φ)

メンテナンス
デッキ
＋

栽培 POD

⽔の循環

⼈⼝照明

⾼架下の特徴である、「⾞の交通量の多さ・天候に左右されにくい・リニアで連続的な空間」という、この場所特有の
ポテンシャルを活かしながら、⾼架下が抱える問題点に焦点を当て計画した。
計画地は多様な⽂化が混在する池袋で、多くの⼈と⾞が往来するスクランブルの結節点となるBエリアを選定した。
具体的なシステムとしては、⼤量の⾞が通過する道路⾯の振動で発電を⾏う「発電所」としての機能を付加する。
更に発電した電⼒で⼈⼯照明を使った⽔耕栽培を⾼架下の空間で⾏う。給排⽔と⼈⼯照明を組込んだアクリル製の栽培 Pod
を⾼架下に吊り下げ、⽔の⼊った栽培 Pod の中で野菜や花などを⽔耕栽培で⽣産する「植物⼯場」として機能させる。
この⼀連の「発電+⽔耕栽培システム」により、再⽣エネルギーの創出・CO2削減・排気ガスの浄化作⽤など、都市空間
が抱える問題点の改善が期待できる施設となる。
また、夜になると表情は⼀変し、⼈⼯照明に照らされた⾊鮮やかな植物たちが街灯の役割を果たし、池袋の街を⾏き交う⼈々
と街路空間を鮮やかに照らしてくれる。今まで薄暗かった⾼架下の空間であるにもかかわらず、その様⼦は星空のようでも
あり、まるで天の川のような「ヒカリノコリドー」として都市空間の新たな⾵景を創出する。
貴重な都市のストック空間を活かした持続可能なシステムが、池袋から都⼼の⾸都⾼へと繋がっていくことで、⾼架下の空
間が⽣まれ変わることを期待している。

ヒ カ リ ノ コ リ ド ー

→再⽣エネルギーの創出・CO2削減・排気ガスの浄化作⽤

→防犯上にも有効


